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尾道地区保護司会

　会長　村上   俊昭

　令和３年１０月から，広島保護観察所福山駐在官事務所から広島保護観察所に内部異動となり，
尾道地区を担当させていただいております保護観察官の桂木信行と申します。
　平素は事件担当や，犯罪予防活動についてご尽力いただき，誠にありがとうございます。私は，
保護観察官として補職してから１１年目となりますが，福山駐在官事務所勤務時には，広島から福
山まで新幹線通勤をしており，日々，尾道を新幹線で通過しておりましたが，この度，尾道地区の
主任官となり，地域の皆様と一緒に仕事をさせていただくことを大変喜んでおります。
　近年のコロナ禍の影響により，保護司の皆様方には，大変な御苦労をおかけしていることと存じ
ますが，対象者の生活もコロナ禍による様々な影響を受けている状況が続いております。例えば少
年の場合，学校がオンライン授業になったことをきっかけに不登校になったり，新型コロナの影響
で仕事が減り，親御さんの収入が減るなどして，困難を抱えているケースもございます。また，成
人の場合，コロナ禍の影響により，就職が決まらなかったり，収入減で生活が苦しいといったケー
スも散見されます。
　先日，とある会合で広島市が実施している「就職氷河期世代（３５歳～５０歳）等支援事業」を
説明した資料をいただき，その中に「安定に向けた支援（伴走型）」とあり，その支援の特徴とし
て，「自己効力感低下」の回復支援及び「レジリエンス」（折れそうな心の立て直し）が挙げられ
ており，何か更生保護と通じるものを感じました。当然に就労は更生と切っても切れないものでご
ざいますが，対象者を励まし，つまずきから立ち直れるよう支える続ける姿勢は，就労のみなら
ず，何事においても重要です。私自身もこの就職氷河期世代ですが，全ての対象者が改善更生でき
るよう保護司の皆様方と協働していきたいと思いますので，よろしくお願いいたします。

　新年明けましておめでとうございます。会員皆様におかれましては、令和４年の新春をお健やか
にお迎えのことと、お慶び申し上げます。
　新型コロナウイルス感染者が、国内はじめ、世界全体でも減少傾向にあるものの、南アフリカ・
欧州などを中心に新変異株（オミクロン）の急拡大で、三回目の接種が各国で取り組まれるなどま
だまだ厳しい状況が続いており、その一日も早い終息に向かっていきますよう願っています。
　地区保護司会においても、「安全がすべてに優先する」を基に、広島保護観察所より新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大状況を踏まえた保護司活動等に関する当面の留意事項について連絡があ
りました。
　保護観察対象者及び生活環境調査事件の引受人等との面接については、「面接前チェックシー
ト」を活用することによって感染予防措置を講じた上で、直接対面する面接により処遇を実施しな
ければなりません。
　○　２週間前から今日まで、平熱を超える発熱（目安37.5度）はありません。
　○　咳、のどの痛みなど風邪の症状はありません。
　○　だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）はありません。
　○　嗅覚や味覚の異常はありません。
　○　体が重く感じる、疲れやすいなどの症状はありません。
　○　新型コロナウイルス感染症陽性と判断された者との接触はありません。
　○　同居家族や身近な知人に感染が疑われる方はいません。
　○　過去14日以内に、政府から入国制限を受けた入国後の観察期間を必要とされている国・地域

へ渡航したこと、又は当該国・地域からの入国者と接触したことはありません。
　以上を留意して★面接時は、必ずマスクを着用し、また面接の前後には、手洗い・手指消毒を励
行してください。
　そして、また早急に何らかの措置を執る必要がある場合には、従前同様、速やかに観察所に連絡
をしてください。
　皆様には、多くの御心労と御負担をおかけいたしているところではありますが、各事情を御賢察
の上、格段のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　結びになりましたが、「反省は、一人でもできますが、更生は一人では困難であります。」尾道
地区保護司の皆様方の益々のご活躍と、ご多幸をご祈念申し上げます。
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　“社会を明るくする運動”は、法務省が主唱し、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人達の更生について理解
を深め、犯罪や非行のない「明るい社会」を築こうとする全国的な運動です。
　この作文・標語コンテストは、次世代を担う小・中学生に、日常の家庭生活・学校生活の中で体験したこと
を基に、作文や標語を作っていただくことで、この運動に理解を深めてもらうことを目的にしています。
　今回のコンテストには、尾道市内の小学校から６５４点中学校から５８９点の作文と、５６７点の標語という
たくさんの応募をいただき、その中より各学校から小学校４３点・中学校３５点の作文と１８点の標語の推薦
をいただきました。
　これらの作品について、尾道地区保護司会と尾道地区更生保護女性会の選考委員で審査した結果、作文
（小学生８点・中学生８点）、標語(中学生８点)を入選作品としました。また、それぞれの部門ごと２点ずつ
を、広島県推進委員会に推薦いたしました。
　各部門の優秀作品に、尾道市長賞・尾道市教育委員会賞・尾道地区保護司会会長賞・尾道地区更生保
護女性会会長賞として表彰し、そのほかの入選作品は優秀賞として表彰いたしました。
　応募作品には、自らが体験したことや、そのことを通して感じたこと考えたことが、しっかりと書かれたもの
が多くありました。

　尚、これら入選作品は、「入選作文・標語集」としてまとめ、一人でも多くの人に読んで頂き、犯罪や非行の
ない明るい社会づくりに役立てていただきたいと思っています。
　また、入選者の「表彰式並びに作文・標語発表会」を次の通り実施いたしました。

　令和３年１１月１１日（木）広島ガーデンパレス会議場にて開催されました。今年は、新型コロナ
ウイルス感染症のため、規模を縮小しての顕彰式になりました。県内の参列者は総数１３０名で、尾
道からは村上俊昭尾道地区保護司会会長、永本貞子尾道地区更生保護女性会会長と私の３名で出席し
ました。
　コロナ禍において浮き彫りにされた「生きづらさ」という課題に対し、「誰一人取り残さない社
会」の実現に向けた更生保護が担うべき役割は、ますます広範囲かつ重要なものとなっていると思い
ます。
　尾道地区の受賞者は、全国保護司連盟理事長表彰の藤本幸三保護司他２１名でした。
　私は代表者として「広島保護観察所長表彰」を受けました。
　表彰を受けて今思うことは、定年後には野菜づくり等をする事で日々を過そうと思っていたが、更
生保護に協力するために尾道地区保護司会に入会することとなり、そしていままでに数人の保護観察
対象者を担当させていただきましたが、指導は難しく、先輩方の指導を受けながら対応してきまし
た。今後も、皆さんのご指導を仰ぎながら、保護司活動を続けたいと思いますので宜しくお願い致し
ます。

令和３年度広島県更生保護功労者
顕彰式へ出席して

第２分会　髙田　英雄

第７１回“社会を明るくする運動”
作文及び標語コンテストについて

学校連携事務統括者　内海　一彦

１
２
３
４
５
６
７
８

市長賞
教育委員会賞
保護司会会長賞
更生保護女性会長賞
入選
入選
入選
入選

重井小
日比崎小
土堂小
日比崎小
因島南小
浦崎小
長江小
日比崎小

６年
６年
６年
６年
６年
４年
４年
６年

伊賀棒　陽生
濱谷　悠悟
栗原　治宜
福本　健人　
岡田　健太
川崎　蓮斗
吉田　修嗣
倉谷　夏寧

（小学校）
１
２
３
４
５
６
７
８

市長賞
教育委員会賞
保護司会会長賞
更生保護女性会長賞
入選
入選
入選
入選

高西中
長江中
長江中
栗原中
日比崎中
高西中
久保中
栗原中

２年
３年
３年
１年
３年
３年
２年
１年

宮地　凛奈
杉原　瑛凛
島村　由芽
三次　こころ
岡本　愛充
高取　陽菜
高垣　星那
岩崎　陽菜

（中学校）
作品入賞者

１
２
３
４
５
６
７
８

市長賞
教育委員会賞
保護司会会長賞
更生保護女性会長賞
入選
入選
入選
入選

日比崎中
久保中
因北中
長江中
久保中
浦崎中
美木中
因北中

２年
１年
３年
２年
１年
２年
３年
２年

郷坪　寧音
石村　涼
大出　菜摘
平川　祐成
島津　響歌
藤井　陽菜
山内　伶乃果
松浦　夢姫

標語入賞者

尾道地区伝達表彰式・発表会
・日時：１２月１２日（日）１３時３０分～　・会場：向島愛あいセンター ２階大会議室 尾道市向島町５８８８－１
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を、広島県推進委員会に推薦いたしました。
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　また、入選者の「表彰式並びに作文・標語発表会」を次の通り実施いたしました。

　令和３年１１月１１日（木）広島ガーデンパレス会議場にて開催されました。今年は、新型コロナ
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第７１回“社会を明るくする運動”
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入選

重井小
日比崎小
土堂小
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６年
６年
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４年
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３年
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１年
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２
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入選

日比崎中
久保中
因北中
長江中
久保中
浦崎中
美木中
因北中
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３年
２年
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尾道地区伝達表彰式・発表会
・日時：１２月１２日（日）１３時３０分～　・会場：向島愛あいセンター ２階大会議室 尾道市向島町５８８８－１
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新任保護司の紹介（令和３年12月１日付委嘱）よろしくお願い致します新任保護司の紹介（令和３年12月１日付委嘱）よろしくお願い致します

第３分会

亀山  幸寛
かめやま   　  ゆきひろ

❶趣味
❷好きな言葉
❸健康法
❹保護司感

郷土の歴史探訪
愚直・誠実
散歩
罪を犯してしまった人や非行少
年の更生、社会復帰をサポート
する仕事。地域社会への恩返し
として取組んでみたい。

退任保護司挨拶

第２分会

三谷　誠一

　私は平成元年（1989）に保護司を拝命しまし
た。44歳の時でした。それから32年間務めさせ
て戴きました。年齢から言うと働き盛りの怖い
もの無しのやればやるほど結果が付いて来ると
言う様な年代でもあり、またそういう時代でも
有りました。保護司会に入会したのは向東町彦
の上の保護司で、今は亡き栗本秋夫保護司から
の推薦でした。断り切れず、当時は保護司とは
『何ぞや』と言う様な時代で、何も知らず分か
らずで入会致しました。
　当時は働き盛りで仕事の合間に保護司の仕事
をするという形でしたので、保護司の仕事には
深入りせず、『付かず離れず』が私の気持ちで
した。しかしほぼ同期で入会された企業の経営
者の方は、続きませんでした。それはそうで
しょう。経営者は大勢の従業員を抱えている以
上なかなかボランティアで時間を割く事自体難
しいでしょう。私は不良保護司でしたので続け

る事が出来たと思っております。その分、私の
周りの保護司の方々に目に見えない所で大変ご
迷惑をお掛けしたり、陰ながら助けて戴いたり
して此処まで来る事が出来たのだと思っており
ます。その辺りが私の不良会員たるの所以だと
自分で思って居る次第です。
　そうこうしている内にとうとう32年という歳
月が何時の間にか過ぎてしまいました。ですが
決して無駄の歳月とは思って居りません。何故
なら私自身も対象者と一緒に成長して来たと
思っているからです。いろいろな家庭環境の中
で、それぞれが違う人生を過ごして来た結果
が、保護観察となってしまったのですが、我々
はそれを受け入れて、一緒にひと時ほんの一瞬
の交差する互いの人生を共にし、少しでも彼ら
が心を開いてくれる事が出来たら、私自身も相
手に対して心を寄り添える事が出来たとした
ら、多分それが自分自身の心の成長に繋がって
居るのではないかと考えています。自分勝手な
言い分かもしれませんが、自分自身が対象者に
育ててもらっているのではないかと、勝手に都
合の良い事を考えて現在に至っています。
　何れにせよ此処まで長い間保護司を続ける事
が出来たのは、我儘で自分勝手な事をして来た
私を、暖かく見守って下さった尾道地区保護司
会の皆様方のお陰であると深く感謝しておりま
す。大変有難う御座いました。

2021年11月吉日

　新型コロナ感染拡大の状況が落ち着いてきているとは言え、第6波も懸念される中、先の見えない
状況です。
　“社会を明るくする運動”は、毎年、7月が強調月間となっていますが、緩和や自粛要請が繰り返さ
れ、コロナの状況に翻弄し続ける日々でした。その僅かな緩和の合間で行事を行えた地区もありま
した。しかし、殆んどの地区では中止あるいは延期となってしまいました。
　ポスターやパネルの掲示は地域活動部会が中心となり、公民館や学校、町内の掲示板等に掲示さ
せていただきました。
　街頭宣伝活動（グッズ・チラシ配布）については、10月4日の地域活動部会で、市の担当者に来て
いただき、市の見解をお話ししていただきました。街頭宣伝に対して積極的なお話を伺うことはで
きず、部会で討議した結果、本年度は中止という結論に至りました。
　しかし、広報車による広報活動は非接触型活動なので、各分会に実施をお願いしました。
　7月1日には瀬戸田地区２５名参加で街頭宣伝活動をすることができましたが、その他の地区では
中止となりました。
　今後も新型コロナ感染状況を踏まえ、感染予防対策に万全を期しながら、行事を行っていきたい
と思います。
　皆様方のご支援ご協力に感謝いたしますと共に、今後ともよろしくお願いいたします。

“第７１回社会を明るくする運動”の
広報宣伝活動について

地域活動部会長　杉原　正子

9月27日 久保地区
9月28日 高須地区
9月29日 長江地区

10月26日 向東・向島地区
10月27日 吉和・日比崎地区

未定 栗原地区
未定 美木地区
未定 御調地区

10月13日 因島南地区
10月19日 因島北地区
10月26日 瀬戸田地区

第１分会 第 2分会 第 3分会 第 4分会

◎広報車による広報活動

■ 笑って下さい

第２分会　広報車による広報活動 第４分会　広報車による広報活動
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　平成２４年６月に保護司に委嘱され，９年が
経ちました。その間，７件の保護観察事案を担
当し，殆どは短期間で終了，最長でも７箇月と
いうものでした。ところが数年前，嗜癖的窃盗
で執行猶予５年という高齢者を担当することに
なりました。特徴の全てが初体験という事例で
あり，気が重くなりました。その報告をしたい
と思います。

■事件及び保護観察の方針
　本人は，７０代から夫のＤＶ苦を理由に万引
きを始め，警察の逮捕歴は５回ある。罰金刑を
経て最後は懲役刑（執行猶予付き）となった
が，その３年後，夫が亡くなったにも拘わらず
万引きをして逮捕された。嫁いだ娘が，本人に
買い物はさせず全て娘が差し入れるという条件
で収容処分は免れ，再度の執行猶予となった。
保護観察所も，本人の万引き防止対策として外
出を控えさせるために，保護観察の方法は全て
私が往訪することとした。

■本人との出会い
　本人宅で初めて会った時，本人は不機嫌でど
うなってもよいというような自暴自棄の態度で
あった。娘が同席したが，娘の表情も厳しく，
本人への不信感や怒り，私への警戒感が感じら
れた。保護観察所の通知書には認知症の疑いの
記載もあった。私は往訪を重ねたが，本人は期
日を失念していることが多くて認知症が確実視
されたし，本人が嫌々応じているのが分かるの
で不快な気持ちにさせられた。

■転機
　開始から半年が経った頃，孫が結婚式を挙げ
ることになった。私は出席するか否かを尋ねた
が，本人は「足が悪いので行かん。」と答え
た。高齢者なので連れていってもらえないのか
…寂しいだろうな…強がりで行かんと言ってい
るのではないか…と思っていたところ，式が近
づいた時に本人は，「孫の結婚式に行くことに
なった。」と少し嬉しそうであった。結婚式か
ら帰った時，「大したことはなかった。」と
語ったが，本心ではなく素直に喜びや感謝を言
えないだけではないかと感じられた。

　本人の歩行能力は低下し，通院も娘や息子が
送迎するようになった。その道中で，彼らは本
人を昼食や温泉に連れて行くことがあった。
　面接の中で，悲惨な生育歴や夫のＤＶ（幼少
期に父は戦死。９歳時に母が病死。姉弟は親戚
にバラバラに預けられ，親戚方では労働力とし
て酷使され，学校も休まされたり修学旅行も行
かせてもらえなかった。中卒後は就労，２０歳
に見合いで結婚。夫はワンマンで，自営業の労
働力として本人を使い，本人の自由や交友を認
めなかったので，本人に友人はいない。）が語
られたが，次第に，別れた弟らとの交流や夫と
の楽しかった思い出も語られるようになった。
　開始から２年後，本人は骨折等で２回，数ヶ
月ずつ入院した。その発見や病院搬送，付き添
いや見舞い等を娘や息子らがよく担った。私が
面会に行くと，同室者で身内の面会が全くない
人がいる中で，本人は子らが頻繁に面会に来て
くれると言い，誇らしげであった。

■親子関係の再生と保護観察の仮解除
　本人の足の動きは益々悪くなり，子らは毎日
のように本人宅に顔を出し，食料の差し入れを
した。本人は担当者との面接日を忘れることは
なくなり，事前に飲み物を冷やしておいてもて
なしてくれた。
　ある時，私の面前で娘と激しく口論を始めた
が，途中で本人は口を噤んだ。その理由を尋ね
ると，本人は，「前なら頭にきて収まらず，外
で憂さ晴らしをしていたが，今は子らのお陰で
無事生活ができているので，自分が引けばよい
と思うようになった」と述べた。
　保護観察は，本人の更生は子らの支援で可能
であると判断され，開始後約４年で仮解除と
なった。

■終わりに
　虐待を受けひねくれた本人であるが，子供ら
が見捨てずケアを続けたことで，本人の心の傷
は次第に癒されていった。子供らは健全に育っ
ていることから，本人は過去子供らに愛情を注
いでいたことが窺われた。本人は万引きを重ね
る不健康な面もあったが，そうでない健康な面
も多く持っている。本人から亡母や亡祖母との
楽しかった過去が語られることもあった。９歳
までに実母等から与えられた愛情によって，本
人は基本的信頼感を得ており，立ち直りの基本
になったと思われた。
　更生は，対象者の健康な部分を育み増やして
いくことだと思っている。本事案でもその思い
を強くした。

第２分会

吉兼　昭子

保護司の
記録

第31回

　今回は、第４分会の恵本雄輝さんに、
次の４項目についてお尋ねしました。
❶ あなたはどんな人ですか？
❷ ご家族は？
❸ あなたの信条・生活訓は？
❹ 保護司として、ご苦労なことは？

保護司のわ
環
輪

把話

和

❶あなたはどんな人ですか？
　私は1952年（昭和27年）3月、瀬戸田町名荷で、専
業農家の長男として生まれました。
　将来農業をするのが当たり前と思っていた私は、も
の心がついた小学生の頃から高校を卒業するまで、
懸命に家の手伝いをしました。
　高校で始めたバスケットボールクラブは家の手伝
いで続けることができませんでしたが、３年生の時に
柔道に出会い、昼休みには自己流筋トレを行い自身
の体重56kgで78kgのバーベルを挙げることが出来る
様になりました。１年間頑張った記念に初段をとろう
と福山電波高校に出向きましたが、３回連続絞め落
とされて取得することはできませんでした。しかし、
審判員から来年是非挑戦してほしいと声をかけら
れ、1970年（昭和45年）日立造船に入社してからも
柔道を続け、黒帯を取得することができました。子ど
もの頃の畑仕事が私の足腰を鍛えてくれたと今でも
思っています。
　また19歳の時、ある方の紹介で生名島日輪館 村
上麟祥先生に空手を学ぶことができ、50年経った今
も空手を続けています。３段取得後は、日輪館 瀬戸
田を立ち上げ、子ども達の指導にあたっています。
　日立造船は18才から34才までの16年間の勤務で
した。その後、古川製作所に７年間勤務し、日本全
国・海外に出張しました。その後、叔父の会社を手伝
うも７年で倒産、その後三和ドックに4年間勤め、そし
て現在、自営「恵本工業」を営んでいます。
　現在69歳。県外から声をかけられれば出向いて行
き仕事をさせてもらっています。「仕事があるからこ
そ今も現役で働かせてもらうことができ、さらに子ど
もの空手指導もでき、体力の限界を感じつつも保護
司が務まるのかな。」と思っています。

❷ご家族は？
　私は現在、90 歳の母と妻と三人で暮らしています。
　長男は尾道市内に、長女は呉市に、次男は近所に
住んでおり、孫が５人います。
　妻が家庭を守ってくれているので、私は仕事も空
手の指導も保護司もできると感謝しています。

❸あなたの信条・生活訓は？
　私の生活訓は、「刹那主義」です。
（今日という日を丁寧にいきていこう。過去や将来の
ことは思わず、ただこの瞬間を充実すれば足りる。）
という考え方です。このような考え方で生きていけ
ば、次の日がやってくるかどうか分からないけど、やっ
てくればまた今日と同じように今日の日だけの為に生
きることができると思っています。

❹保護司として、ご苦労なことは？
　私は１年間の考慮の末、2010年（平成22年）６月
から保護司の任に就きました。
　2013年（平成25年）に初めて対象者と面会をしま
した。２年の保護観察期間中にはいろいろありまし
た。対象者が雇い主に騙されて自暴自棄になり、勤
務中に逃げてしまったことがありました。出張先で連
絡を受けた私は、仕事が大変忙しく、対象者が留守
電を入れてくれてもすぐには連絡をしてあげられませ
んでした。書類の提出も大変でした。その期間中に、
主任官からもう一人の対象者を半年間観てほしいと
依頼を受け、面接を行いました。最終的には二人と
も無事終了し安堵しました。その他環境調整を行っ
たこともありましたが、支える気力、経済力ともに親
御さんには足りず不調に終わりました。
　現在は仕事も少なくなってきたので、研修会にはで
きるだけ参加し、対象者の社会復帰に役立てるよう
に勉強を積んでいきたいと思います。

取材後記 　１１月初旬早生ミカンの収穫期に、恵本保護司さん宅を訪問
しました。

　庭先で奥様と笑顔で出迎えて下さり、緊張が一気に飛んでいきました。机に置
かれた数冊の愛読書には、物差しで引かれた朱線やコメントが記されており、勤
勉家の印象を受けました。また、55歳から始めた開脚運動を披露して下さり、諦め
ない姿勢に敬服いたしました。

（手島常俊・土居誠子）
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　平成２４年６月に保護司に委嘱され，９年が
経ちました。その間，７件の保護観察事案を担
当し，殆どは短期間で終了，最長でも７箇月と
いうものでした。ところが数年前，嗜癖的窃盗
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づいた時に本人は，「孫の結婚式に行くことに
なった。」と少し嬉しそうであった。結婚式か
ら帰った時，「大したことはなかった。」と
語ったが，本心ではなく素直に喜びや感謝を言
えないだけではないかと感じられた。
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いや見舞い等を娘や息子らがよく担った。私が
面会に行くと，同室者で身内の面会が全くない
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のように本人宅に顔を出し，食料の差し入れを
した。本人は担当者との面接日を忘れることは
なくなり，事前に飲み物を冷やしておいてもて
なしてくれた。
　ある時，私の面前で娘と激しく口論を始めた
が，途中で本人は口を噤んだ。その理由を尋ね
ると，本人は，「前なら頭にきて収まらず，外
で憂さ晴らしをしていたが，今は子らのお陰で
無事生活ができているので，自分が引けばよい
と思うようになった」と述べた。
　保護観察は，本人の更生は子らの支援で可能
であると判断され，開始後約４年で仮解除と
なった。

■終わりに
　虐待を受けひねくれた本人であるが，子供ら
が見捨てずケアを続けたことで，本人の心の傷
は次第に癒されていった。子供らは健全に育っ
ていることから，本人は過去子供らに愛情を注
いでいたことが窺われた。本人は万引きを重ね
る不健康な面もあったが，そうでない健康な面
も多く持っている。本人から亡母や亡祖母との
楽しかった過去が語られることもあった。９歳
までに実母等から与えられた愛情によって，本
人は基本的信頼感を得ており，立ち直りの基本
になったと思われた。
　更生は，対象者の健康な部分を育み増やして
いくことだと思っている。本事案でもその思い
を強くした。
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次の４項目についてお尋ねしました。
❶ あなたはどんな人ですか？
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❹ 保護司として、ご苦労なことは？
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第４分会　恵本　雄輝
❶あなたはどんな人ですか？
　私は1952年（昭和27年）3月、瀬戸田町名荷で、専
業農家の長男として生まれました。
　将来農業をするのが当たり前と思っていた私は、も
の心がついた小学生の頃から高校を卒業するまで、
懸命に家の手伝いをしました。
　高校で始めたバスケットボールクラブは家の手伝
いで続けることができませんでしたが、３年生の時に
柔道に出会い、昼休みには自己流筋トレを行い自身
の体重56kgで78kgのバーベルを挙げることが出来る
様になりました。１年間頑張った記念に初段をとろう
と福山電波高校に出向きましたが、３回連続絞め落
とされて取得することはできませんでした。しかし、
審判員から来年是非挑戦してほしいと声をかけら
れ、1970年（昭和45年）日立造船に入社してからも
柔道を続け、黒帯を取得することができました。子ど
もの頃の畑仕事が私の足腰を鍛えてくれたと今でも
思っています。
　また19歳の時、ある方の紹介で生名島日輪館 村
上麟祥先生に空手を学ぶことができ、50年経った今
も空手を続けています。３段取得後は、日輪館 瀬戸
田を立ち上げ、子ども達の指導にあたっています。
　日立造船は18才から34才までの16年間の勤務で
した。その後、古川製作所に７年間勤務し、日本全
国・海外に出張しました。その後、叔父の会社を手伝
うも７年で倒産、その後三和ドックに4年間勤め、そし
て現在、自営「恵本工業」を営んでいます。
　現在69歳。県外から声をかけられれば出向いて行
き仕事をさせてもらっています。「仕事があるからこ
そ今も現役で働かせてもらうことができ、さらに子ど
もの空手指導もでき、体力の限界を感じつつも保護
司が務まるのかな。」と思っています。

❷ご家族は？
　私は現在、90 歳の母と妻と三人で暮らしています。
　長男は尾道市内に、長女は呉市に、次男は近所に
住んでおり、孫が５人います。
　妻が家庭を守ってくれているので、私は仕事も空
手の指導も保護司もできると感謝しています。

❸あなたの信条・生活訓は？
　私の生活訓は、「刹那主義」です。
（今日という日を丁寧にいきていこう。過去や将来の
ことは思わず、ただこの瞬間を充実すれば足りる。）
という考え方です。このような考え方で生きていけ
ば、次の日がやってくるかどうか分からないけど、やっ
てくればまた今日と同じように今日の日だけの為に生
きることができると思っています。

❹保護司として、ご苦労なことは？
　私は１年間の考慮の末、2010年（平成22年）６月
から保護司の任に就きました。
　2013年（平成25年）に初めて対象者と面会をしま
した。２年の保護観察期間中にはいろいろありまし
た。対象者が雇い主に騙されて自暴自棄になり、勤
務中に逃げてしまったことがありました。出張先で連
絡を受けた私は、仕事が大変忙しく、対象者が留守
電を入れてくれてもすぐには連絡をしてあげられませ
んでした。書類の提出も大変でした。その期間中に、
主任官からもう一人の対象者を半年間観てほしいと
依頼を受け、面接を行いました。最終的には二人と
も無事終了し安堵しました。その他環境調整を行っ
たこともありましたが、支える気力、経済力ともに親
御さんには足りず不調に終わりました。
　現在は仕事も少なくなってきたので、研修会にはで
きるだけ参加し、対象者の社会復帰に役立てるよう
に勉強を積んでいきたいと思います。

取材後記 　１１月初旬早生ミカンの収穫期に、恵本保護司さん宅を訪問
しました。

　庭先で奥様と笑顔で出迎えて下さり、緊張が一気に飛んでいきました。机に置
かれた数冊の愛読書には、物差しで引かれた朱線やコメントが記されており、勤
勉家の印象を受けました。また、55歳から始めた開脚運動を披露して下さり、諦め
ない姿勢に敬服いたしました。

（手島常俊・土居誠子）
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　あけましておめでとうございます。
　令和３年は、コロナコロナで、１０月まで何も出来ない年でしたが、広島でのお茶会に１５名の案内
があり、１０名が車２台に分乗し参加しました。自分で運転して行けないので、運転してくださる方に
ご迷惑をおかけして申し訳ないと思っています。でも、ガーデンパレスロビーで素晴らしいハロウィンの
飾り付けを見ることが出来ました。とても感激するとともに、目の保養になりました。
　１１月１１日には、広島県更生保護功労者顕彰式に出席いたしました。
表彰者は１０名
中国地方更生保護女性連盟会長表彰２名
中国地方更生保護委員会感謝状１名
広島保護観察所長感謝状７名
　尾道の矯正展は中止となりましたが、広島の矯正展は、シャケだけ買ってくださいと言われ取りに行
けないので、送っていただき、お礼に 45kg のミカンを送りました。ホゴちゃん・サラちゃん塗り絵作
品応募は、１２名の子どもさんの作品を送りました。景品として、うちわと折り紙が送られてきました。
　行事は、少しづつですが、進んでおります。
　１１月２９日に広島県の割引きキャンペーンを利用して宮島で研修を行いました。秋の紅葉を楽しみ
ながら４０名が出席しました。
　令和４年は、コロナから解放され、のびのびと生活できるような良い年になりますようにお詣りして
きました。
　今年もよろしくお願いいたします。

　令和３年度の活動報告をさせて頂きます。
　本年総会を５月26日に、皆様のご協力を頂き、コロナ感染症対策の元で開催しました。
　そして役員会以外の主だった活動ができない状態が続いていましたが、少し収まった感じの
する10月30日の土曜日に、本年度のゴルフ大会を開催しました。
　このような状況の中、昨年を上回る６組24名の参加を頂き、にぎやかなゴルフ大会を開催す
ることが出来ました。
　三原地区協力雇用主会から６名、尾道地区保護司会ゴルフ同好会から７名のご協力を得て、
三原地区の坂元会長、尾道地区の山本会長、尾道地区会員の㈱井上道路様より多額の賞品を提
供して頂き、大勢の方に賞が行き渡り、大変喜んでいただいたことと思います。
　因みに優勝が三原地区事務局長の森田章裕様、準優勝が尾道地区会員の㈱ビショウ川原組の
川原由紀海様に輝いております。
　協力雇用主会を取り巻く環境は依然変わって
おらず、難しい運営を強いられる日々が続くと
思いますが、試行錯誤しながら、これからも前
に向いていかないと思い、役員一同思いを強く
しているところです。
　引き続きご指導ご鞭撻を宜しくお願い申し上
げます。

尾道地区更生保護団体コーナー①
尾道地区更生保護女性会

　　会　長　永本　貞子更生保護女性会だより

茶会　広島ガーデンパレスにて
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表彰者は１０名
中国地方更生保護女性連盟会長表彰２名
中国地方更生保護委員会感謝状１名
広島保護観察所長感謝状７名
　尾道の矯正展は中止となりましたが、広島の矯正展は、シャケだけ買ってくださいと言われ取りに行
けないので、送っていただき、お礼に 45kg のミカンを送りました。ホゴちゃん・サラちゃん塗り絵作
品応募は、１２名の子どもさんの作品を送りました。景品として、うちわと折り紙が送られてきました。
　行事は、少しづつですが、進んでおります。
　１１月２９日に広島県の割引きキャンペーンを利用して宮島で研修を行いました。秋の紅葉を楽しみ
ながら４０名が出席しました。
　令和４年は、コロナから解放され、のびのびと生活できるような良い年になりますようにお詣りして
きました。
　今年もよろしくお願いいたします。

　令和３年度の活動報告をさせて頂きます。
　本年総会を５月26日に、皆様のご協力を頂き、コロナ感染症対策の元で開催しました。
　そして役員会以外の主だった活動ができない状態が続いていましたが、少し収まった感じの
する10月30日の土曜日に、本年度のゴルフ大会を開催しました。
　このような状況の中、昨年を上回る６組24名の参加を頂き、にぎやかなゴルフ大会を開催す
ることが出来ました。
　三原地区協力雇用主会から６名、尾道地区保護司会ゴルフ同好会から７名のご協力を得て、
三原地区の坂元会長、尾道地区の山本会長、尾道地区会員の㈱井上道路様より多額の賞品を提
供して頂き、大勢の方に賞が行き渡り、大変喜んでいただいたことと思います。
　因みに優勝が三原地区事務局長の森田章裕様、準優勝が尾道地区会員の㈱ビショウ川原組の
川原由紀海様に輝いております。
　協力雇用主会を取り巻く環境は依然変わって
おらず、難しい運営を強いられる日々が続くと
思いますが、試行錯誤しながら、これからも前
に向いていかないと思い、役員一同思いを強く
しているところです。
　引き続きご指導ご鞭撻を宜しくお願い申し上
げます。

尾道地区更生保護団体コーナー①
尾道地区協力雇用主会

　事務局長　福岡　輝行尾道地区協力雇用主会便り
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尾道地区更生保護団体コーナー②

　昨年はパンデミックなコロナ禍の猛威のため、表立った活動は命あっての物種とばかり、自
粛生活に専念した年でしたが、活動の停滞が不安定でもあり、敢えて開催したわが尾道保護司
OB会の総会についてお伝えします。

 日時：令和３年７月１２日
 　　　　　１０：００～１２：００
 会場：保護司サポートセンター
 　　　　　２F－第２会議室

・説明その１：総会の開催は、騒然としたコ
ロナ禍の中でのものでしたが、安心安全を旨
とした「３密回避の厳守」と、会員諸先生の
責任ある言行をもとに、長年培った強い絆と信頼によって背中が押された断行でした。
　会員２５名の内、出席者は１６名（出席率６４％）で会場の広さの割には密集の心配は無
く、十二分に免れることが出来ました。
　総会議事は粛々と行われ、議案は提案通り満場一致の承認を得ましたので、今年こそ実りあ
る年であるようにと、決意を新たにしたところのものでした。
・説明その２：総会に続いて今回初めて「出前授業」なるものを計画し研修会を持ちました。
　講師は尾道市健康推進課職員の講話：～元気で活動するために～「新型コロナウイルス並び
にフレイルについて」お話があり、私達、後期高齢者には身近な課題として有益な勉強会で
あったとの声が多く、今後に繋げて行きたい研修として、多数の賛同を得た事は嬉しい成果で
した。
・説明その３：従前は、総会終了後に懇親会を実施し、会員相互の親睦の強化を図って、会の
活性に繋がれば何よりとの考えで行なっていましたが、コロナ禍の今回には、懇親会は無理で
あり、又、会合は出来るだけ短時間に終わる事が求められるので、恒例の親睦懇親会はもとよ
り行い得ず、会食についても、会場での飲食はご法度として、お持ち帰り用の弁当を準備し
て、しずしずとお帰り頂くこととし、お開きとしました。
・結びその１：久しぶりに公の場で顔を合わせられた懐かしさが、引きこもり生活のストレス
解消に与かったのではないか…！？
・結びその２：よそ目には活動がぼやけがちのOB会に精気が培われた事例となり得たのであろ
うか…！？
・結びその３：干支の寅年に因んで、「強く大きく成長する年でありたい」との願いをこめて
本稿の筆を置くこととします。
・PS：添付写真は「まだまだ若い者には負けられない！！」気概溢れる総会時の集合写真です

尾道地区保護司OB会

　　会　長　宇根本　忠信OB会だより
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　　会　長　宇根本　忠信OB会だより
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事務局だより

　コロナウイルス感染症は、やっと終息の兆
しが見えてきました。いろいろな規制が解除
されて経済活動が、再開されることにより、「オ
ミクロンの変異株」の拡大も心配です。
　今回も、皆様のお蔭をもちまして、ここに新
年号（74号）が発行できることになりました。
　いよいよ寒さがつのりインフルエンザを心
配する季節となりましたが、皆様のご健康とご
多幸をお祈り申し上げます。
　最後になりましたが、多くの皆様に貴重な
投稿をいただき誠にありがとうございました。

（村上　弘二）

　因島白滝山展望台よ
り、尾道大橋方面を撮
影しました。好天に恵
まれ、爽やかな朝の光
につつまれた瀬戸内海
が印象的でした。

撮影：保護司 内海 一彦
表紙写真

会報 第73号「女性保護司の会 発足と取り組み
について」
　内容に誤りが在りました。ここにお詫びして訂正
させていただきます。
誤） ④第１と第３部会（合同）・第２部会・第４部会の
正） ④第１分会・第２と第３分会（合同）・第４分会の

書 ●書　　金岡　親量金岡　親量

絵　画 ●画 OB  田中 　功●画 OB  田中 　功

「因島・白滝山から望む瀬戸内海」「因島・白滝山から望む瀬戸内海」

今回は、棋譜を並べて石の流れをつかみましょう！
互先の碁では、石を捨てて得する感覚が重要です。
石を取られることを恐れない精神を鍛えましょう！
白 24 のツケは、26 と切って小さく捨てる作戦です。
黒 31 と取られても、利き筋が多いので白が得しています。
白 34 と模様を広げて右上の厚みを活用します。
さて、黒 35 は？
　自由に想像して
　　打ってみてください。

陶　芸 ●●作陶作陶陶　芸 ●作陶
  OB  小川 小川 曉德曉德曉德

花　瓶花　瓶

急須・湯飲み急須・湯飲み

（監修 木村修二）（監修 木村修二）
◯●◯囲碁入門講座 第17回（尾道市の市技「囲碁」）●◯●

《大道無門》（だいどうむもん）
大きな道路には門がない。転じて、ふところが大きく
なんでも受け入れる心の大きいことのたとえ
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事務局だより
１. 令和３年秋の叙勲（令和３年１１月３日）

２. 令和３年度広島県更生保護功労者顕彰式

３. 退任保護司のお知らせ

４. 新任保護司のお知らせ（令和３年１２月１日委嘱）

５. 自主研修会

６. 合同新年互礼会について

７. 予算編成会議

８. 理事会

９. 定例研修会等の予定

10. 広島県更生保護協会員の募集について

第１回自主研修会
　日　時：令和４年１月11日（火） 15：00～16：30
　場　所：尾道国際ホテル
　テーマ：未定

①第３回研修会について
　日　時：令和４年３月17日（木） 13：30～15：30
　場　所：市民センターむかいしま
　テーマ：「面接（面接技法）」について
③現地研修（日帰り１日研修）
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　日　時：令和４年１月11日（火） 17：00～
　場　所：尾道国際ホテル

本年も協賛会員・普通会員の寄付者の募集取り組みを行っています。
何卒よろしくお願い致します。

　日　時：令和４年１月26日（水） 13：30～
　場　所：更生保護サポートセンター

　日　時：令和４年２月14日（月） 13：30～
　場　所：更生保護サポートセンター

三谷 誠一　様
髙原 東吾　様
長年にわたり、尾道地区の更生保護活動にご尽力賜り厚く御礼申し上げます。
今後のご健勝とご多幸を念じております。

令和３年11月30日付（満齢退任）
令和３年11月30日付（自己都合）

11月11日（木）13時より広島ガーデンパレスホテルに於いて開催されました。
表彰おめでとうございます。

受章おめでとうございます。

岡野 敬一　保護司
木村 修二　保護司

旭日小綬章
瑞宝単光章

（地方自治功労）
（消防功労）

３分会 亀山　幸寛 尾道市御調町
分会 氏　名 住　所

表　彰　名 表彰者氏名（敬称略）
全国保護司連盟理事長
中国地方更生保護委員会委員長
中国地方保護司連盟会長
広島保護観察所長
広島保護観察所長感謝状（内助功労）
広島保護司連合会長

藤本幸三　　　幣原信忠　　眞神田嘉英
上野静志　　　恵本雄輝　　長尾良孝
普家俊一　　　髙橋昭彦　　内海一彦　　金岡親量　　福岡輝行
尼子忠邦　　　佐原雅典　　末通弘聡　　髙田英雄　　野田佳裕
古本富子（幸雄）　　檀上恵美子（正光）
宇根本直子　　大出絹子　　花房松雄　　星野光男

　コロナウイルス感染症は、やっと終息の兆
しが見えてきました。いろいろな規制が解除
されて経済活動が、再開されることにより、「オ
ミクロンの変異株」の拡大も心配です。
　今回も、皆様のお蔭をもちまして、ここに新
年号（74号）が発行できることになりました。
　いよいよ寒さがつのりインフルエンザを心
配する季節となりましたが、皆様のご健康とご
多幸をお祈り申し上げます。
　最後になりましたが、多くの皆様に貴重な
投稿をいただき誠にありがとうございました。

（村上　弘二）

あとがき

　因島白滝山展望台よ
り、尾道大橋方面を撮
影しました。好天に恵
まれ、爽やかな朝の光
につつまれた瀬戸内海
が印象的でした。

撮影：保護司 内海 一彦
表紙写真

会報 第73号「女性保護司の会 発足と取り組み
について」
　内容に誤りが在りました。ここにお詫びして訂正
させていただきます。
誤） ④第１と第３部会（合同）・第２部会・第４部会の
正） ④第１分会・第２と第３分会（合同）・第４分会の

書

絵　画

陶　芸

◯●◯囲碁入門講座 第17回（尾道市の市技「囲碁」）●◯●

大きな道路には門がない。転じて、ふところが大きく
なんでも受け入れる心の大きいことのたとえ
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